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な政府調達米を確保することである。生産者や輸出業者の抗議を受け、この輸出規措置は数週間後に緩和され しかし二〇〇八年三月には、経済全体のインフレーションを背景 、バスマティ以外 米輸出が再び禁止された。
　この間、世界市場ではインド国内をはる
















長を遂げてきた。食糧穀物（米、小麦、メイズ、その他雑穀および豆類）の合計生産量は、一九五〇／五一年度には五〇八二万トンであったが、二〇〇五／〇六年度には約四倍の二億 一七八万トンまで伸びている。食糧穀物生産の年平均成長率は約二 ・六％であり、一九五一年から二〇〇一年までの年平均人口成長率（二 ・一％）を充分に上回っている
  。
　生産拡大の説明要因の一つは、土地利用





年代初めまで急速に単収が向上し、その後も一九九〇年代まで上昇が続いていることが分かる。米の単収も、一九六〇年代から一九九〇年代にかけて着実に高まっている。これこそが、いわゆる「緑の革命」の成果である。インド農政は、一九七〇年代末に食糧自給を達成させたとして高く評価されている（参考文献②） 。独立以後、 穀類（米、小麦、メイズおよび の他雑穀） 輸入超過が続いていたが、 七 後半に純輸入ゼロが達成されて以後は、概ね輸出超過が維持され のだ。
　ところが二〇〇〇年代に入ってからは、
米と小麦の単収は伸び悩ん い の理由の一つは、一九九〇年代ま 収量成長を牽引し続けてきた高 量品種、管井戸灌漑、そして化学肥料の普及が一段落つ ことである。これらの投入物を利用できる地域では、既に普及が完了しつつある。今後の生産性成長は、水路灌漑が未整備であり、かつ未だ管井戸灌漑を利用できないような地域（地下水あるいは電力供給に恵まれない地域）に期待せざるを得ないのだ。もう一つの理由は、管井戸灌漑が盛んな農業先進地域で、地下水の涵養量（降 および河川水からの供給量）を上回る過剰な揚水が行われ、 下水面が低下していることだ。
　図３と図４は、それぞれ米と小麦の需給
動向を辿ったものである。まず目を引くのは、生産と消費の成長が近年減速していことだ。その要因として、経済成長 伴い
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一九九〇年代を通じて高く設定されすぎたからである（参考文献①） 。農家が高い最低支持価格に惹かれて作付けを増やす一方で、インド政府はその価格 穀物を買い付けなけ ばならず、政府保有在庫が急速に膨張した。過剰処分の手段として採られ 、国際市場へ 放出である。二〇〇一／〇二年度以降、米と小麦の輸出量が大きな値を示す一方で、在庫が縮小に転じているのは、政府による在庫穀物 輸 を表している。
　ここで注意すべきは、二〇〇一
／〇二年度以降のインドの穀物輸
出が、年間生産量と比べるとごく少量に見えるものの、国際市場に占め パーセンテージとしては驚くほど大きいこ である。たとえばインドが二〇〇一／〇二年度に輸出した米は約六三〇万トンであったが、これは同年の世界貿易量 約二三％である。また、二〇〇三／〇四年度におけるインドの小麦輸出量（約五六五万トン）は、同年の世界貿易量の約五％を占めていた。世界市場でこれほど大きなシェアを有しているにもかかわらず、図３、図４から見 とれるように、インドの穀物輸出は極めて不安
定なのである。●さらなる農業成長に向けて
　インドでは年率一％を超える人口成長が
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　インドが増え続ける国内食糧需要を満た
し、食糧安全保障を保つため 、農業生産を近年よりも速いペースで増やす必要がある。その手段として有望なのは、未だ生産性を伸ばす余地がある地域、すなわち灌漑が未整備の地域に向けた公共投資である。とくに灌漑水路の建設と電力供給の整備は、生産性に与える影響が大きい 期待される。ところが図５に見られるとおり、一九八〇年代と一九九〇年代を通じて 農業向け共投資の実質額は減少傾向にあった。公共投資が行われた場合でも、それが農業生産の拡大へと繋がらないケースが見られる。世界銀行によると、インドの中央政府および各州政府は毎年数多くの灌 プロジェク
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図５　農業向け投資の推移
（出所）参考文献③およびGovernmentofIndia,MinistryofFinance,
EconomicSurvey2006-07から筆者作成。
